
おかげさまで 創立６０周年を迎えます。 

 

主
役
の
お
り
ん

．
．
．
に
若
菜
と
き
子 

（８４歳） 

名

作

「
楢

山

節

考

」
を
上

演

へ 

な
ら 

や
ま 

ぶ
し 

こ
う 

私
た
ち 

は
今
年
１
２
月
で 

創
立
６
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

そ
の
記
念
公
演
と
し
て
、 

深
沢
七
郎
の
「
楢
山
節
考
」
を

和
田
庸
子
の
脚
色
・
演
出
で 

こ
の
１
１
月
に
劇
団
の
稽
古
場

「
ス
ペ
ー
ス
京
浜
」
で 

１
０
回
、
上
演
す
る
こ
と
に 

な
り
ま
し
た
。 

    

主
役
の
お
り
ん
を
演
じ
る
の
は 

若
菜
と
き
子
（
８
４
歳
）
。 

若
菜
は
、
た
だ
一
人
に
な
っ
た 

劇
団
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

  

。 

出
ず
っ
ぱ
り
の
役
は
さ
す
が
に

し
ん
ど
い
こ
と
で
す
が
、 

元
気
で
稽
古
に
打
ち
込
ん
で 

い
ま
す
。 

劇
中 

た
く
さ
ん
の
歌
が 

出
て
き
ま
す
が
、 

音
楽
家
、
安
達
元
彦
さ
ん
の 

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
す
。 

ま
た
、
随
所
に
流
れ
る
篠
笛 

の
音
（
ね
）

は
「
太
鼓
仲
間
・ 

響
」（
ひ
び
き
）

の
玉
田
耕
太
郎 

さ
ん
が
演
奏
で
協
力
し
て
く 

れ
ま
し
た
。 

ご
存
知 

の
よ
う
に
、 

「
楢
山
節
考
」
は
、
貧
し
い 

農
村
の
姨
捨
山
の
話
。 

劇
団
の
舞
台
は
、
単
な
る 

暗
く
て
悲
し
い
物
語
で
は
な
く 

親
子
の
情
愛
、
命
の
尊
さ
を 

う
た
い
上
げ 

老
い
の
問
題
を
、

今
日
的
な
問
題
と
し
て
考
え
さ 

せ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

〽
年
に
一
度
の
ぉ 

お
山
の
祭
ぅ
り
ぃ 

ね
じ
り
は
ち
ま
き 

ま
ん
ま
食
べ
ろ
ぉ
～ 

客

演

者

の

顔

ぶ

れ 

◎ 

石
川
房
乃
さ
ん
＝
フ
リ
ー 

演
劇
会
議
編
集
部
に
て
全
リ 

演
・
機
関
誌
の
メ
ン
バ
ー
。 

 

◎ 

渡
辺
そ
の
こ
さ
ん
＝
元
劇
団 

員
・
現
在
薬
局
勤
務
。
舞
台
は 

十
年
振
り
。
主
婦
で
す
。 

 

■ 

小
川

 

が
こ
う
さ
ん
＝
フ
リ
ー 

の
俳
優
。
芸
歴
５
０
年
の
ベ
テ 

ラ
ン
。
御
馴
染
み
の
顔
。 

 

◎ 

広
山
鈴
子
さ
ん
＝
「
嬰
児
殺 

し
」
に
続
い
て
今
回
は
２
度
目 

の
客
演
。 

 

◎ 

大
井
か
お
る
さ
ん
＝
前
回 

 

「
ブ
ン
ナ
～
」
に
出
演 

「
注
文
の
多
い
～
」
衣
裳
で 

協
力
。
今
回
も
宜
し
く
。 

■ 

加
藤
泰
宏
さ
ん
＝
フ
リ
ー 

元
劇
団
員
で
俳
優
。
青
年
劇
場
養 

成
所
で
一
年
間
研
修
。
得
意
な
、 

落
語
に
は
自
信
ア
リ
。 

 ■ 

清
水 

大
さ
ん
＝
俳
優 

横
浜
で 

活
動
す
る
虹
の
素
の
劇
団
員
。 

自
称
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
得
意
な
、 

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
。 

 

歌唱指導する安達元彦さん。 

1968年、憧れと怖れを抱いて京浜協同劇団と出会う。 

『コンベア野郎に夜はない』 あれから丁度 50年。現在 78歳。

今回も音楽を担当。元気です！！ 

【公演日程】  ※ 開演時間に ご注意下さい 

専用電話 ☎ 観劇予約受付中 070-7476-7894 

客席 100名の小劇場です 

予約制ですのでお早目に。 

原作：深沢七郎／脚色・演出：和田庸子 

〽 

塩
屋
の
お
と
り
さ
ん 

運
が
よ
い
ぃ 

山
へ
行
く
日
に
ゃ 
雪
が
ふ
る
ぅ
～ 


